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令和２年度 

２級土木施工管理技術検定 

実地試験（種別：土木） 解答試案 

 

【問題 1】 

施工体験記述(安全管理・工程管理)につき省略します。 

 

【問題 2】 

(イ)排水 

(ロ)上方 

(ハ)風化 

(ニ)モルタル 

(ホ)余裕 

 

【問題 3】 

・サンドドレーン工法 

軟弱地盤中に鉛直に砂柱を設け、間隙水を排除して圧密沈下を促進し、せん断強度

の回復を図る。 

・サンドマット工法 

軟弱地盤上に透水性の高い砂または砂礫を 50～120cmの厚さに敷き均すもので、盛

土内の水位を低下させる。 

・盛土荷重載荷工法 

構造物の建設前に軟弱地盤に予め載荷して、圧密を進行させ残留沈下の低減、地盤

強度の増加を図る。 

・深層混合処理工法 

軟弱地盤中の地表から所定の深さまで柱体状または石灰、セメントなどの安定材を

投入し攪拌してせん断強度を高め、沈下およびすべり破壊を防止する。 

・表層混合処理工法 

生石灰、消石灰またはセメントなどの添加材をスラリー状あるいは粉体のまま軟弱

な表層地盤と混合して地盤の支持力、安定性を増加させて施工機械のトラフカビリ

ティを確保する。 
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・押え盛土工法 

盛土本体の側方に本体盛土よりも幅広く盛土を敷設し、軟弱土の盛土本体側方への

流動を防止し、盛土のすべり破壊を防止する。 

 

【問題 4】 

(イ)ブリーディング 

(ロ)横 

(ハ)湿潤 

(ニ)普通ポルトランド 

(ホ)硬化 

 

【問題 5】 

・コールドジョイント 

新・旧コンクリートの打ち継ぎにおいて、先に打ち込んだコンクリートと後から        

打ち込んだコンクリートが完全に一体化しない打ち継ぎのこと。 

・ワーカビリティー 

材料分離を生じることなく、運搬、打ち込み、締固め、仕上げなどの作業が容易に        

できる程度を表すフレッシュコンクリートの性質。 

・レイタンス 

コンクリート打設後、コンクリート表面に水と共に浮き出るコンクリートのあくの        

ことをいう。 

・かぶり 

鉄筋からコンクリート表面までの最短距離を言い、鉄筋を酸化から守る役割を果た        

している。 

 

【問題 6】 

(イ)硬軟 

(ロ)Ｎ値 

(ハ)垂直 

(ニ)地盤反力 

(ホ)含水比 
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【問題 7】 

(イ)2 

(ロ)作業床 

(ハ)囲い 

(ニ)85 

(ホ)技能講習 

 

【問題 8】 

・寒中コンクリート 

コンクリート温度は、打ち込みの時 5～20℃とし、養生中はコンクリートの温度

を 5℃以上に保つ。 

・暑中コンクリート 

材料温度が高くならないよう配慮し、AE減水剤(遅延型)を使用し、型枠、鉄筋等

が直射日光を受けて高温になる恐れのある時は、散水、覆い等の適切な処置を施す。 

・マスコンクリート 

打ち込み区画とリフトの高さは、継目位置、温度ひび割れ、気象条件を考慮して決

める温度ひび割れを防止するため、マスコンクリートの表面はスチレンボードや発

砲スチロールなどで覆い、保温養生を行う。 

                            ・・・・・等 

【問題 9】 

 


